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1. はじめに 
昨今，地球環境問題が深刻化しメディアでも

多く取り上げられ，深刻な社会問題となってい

る．中でも中国は，深刻な空気汚染と水質汚染

で苦しんでいる．これらの環境問題は一般に越

境性を伴い，一国のみでは解決が困難であるた

め，問題解決に向けて地球規模の対話が求めら

れている．こうした場面では，異言語で多様な

人々の意見を相互に交換できるコミュニケーシ

ョン環境が必要となる． 

本研究では，こうしたコミュニケーション環

境で，相互の意見や議論に対する共通点，類似

点や相違点を抽出し，それを比較するために有

効な方法を検討する．研究では異言語の対話系

列を図解としての表現技法に置き換える方法を

適用し，対話系列と図解を併用して思考内容の

比較のための情報を得る方法を提案し，意見の

共通点や相違が抽出できることを示す．  

 

2. 関連研究 
 これまで機械翻訳サービスを介した多言語の

コミュニケーションに関する研究が多く行われ

てきた．照井ら[1]はビジネススクールの異文化

にまつわる経営ケース教材を利用し，言語グリ

ッド[2]を介した多言語コミュニケーションの対

話内容を分析し，文化差を抽出した．鈴木ら[3]

は専門知識が含まれる日本酒の醸造工程の知識

伝達によって機械翻訳を介した知識伝達の品質

に関する議論を行った．これらの一連の研究に

対して，本研究は特に対話と図解を併用する点

に特徴があり，意見の共通点・類似点や相違点

を把握するための研究と位置付けられる． 

 

3. 提案 
 研究では，異言語・異文化コミュニケーショ

ンによる対話においてその考え方の共通点・類

似点や相違点を相互に理解するための方法とし

て，対話系列を図解としての表現技法に置き換

えて比較可能とし，相互の論点を集約すること

を提案する．提案では ICT 環境でのチャット形

式による対話に加え，思考・発想法として知ら

れるマインドマップ[4]を活用し，対話から得ら

れた情報をマインドマップに整理することで，

その論点を整理する．これにより，対話系列だ

けでは把握できない相互の意見を思考の構造ベ

ースで比較できる．  

 

4. 実験概要 
 本研究ではまず，日本人と中国人が中国の環

境問題の原因 3 点を巡り異言語で議論を行う．

議論参加者の 2 名は，提示された中国の環境問

題 3 つの原因について議論しながら優先順位を

つけ，最も重要な原因から解決策を議論する．

この作業を繰り返し，2 番目に重要な原因，3 番

目に重要な原因，のように順次議論を行う．議

論が終わった後，各自が議論内容と自分の考え

を結合して紙上に整理し，自分なりのマインド

マップを描く作業を行った． 

実験は 5 回行ない，うち 3 回は，日本人 1 名

と中国人 1 名を 1 組とし，日中翻訳サービスを

介した異言語の議論を行った．残り 2 回は対照

実験として，日本人 2 名を 1 組，中国人 2 名を 1

組とし，それぞれ同言語（母語）による実験を

行った． 

  

 
図 1：実験手順の概要 

 

 

5. 結果と考察 
マインドマップ上に記述されることで得られ 
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図 2：キーワードの分類 

 

たキーワードを集計し，パタン分類したものを

図 2 に示す．パタン①では，相手から情報を受

け取り，マインドマップに記入したキーワード

を集計する．これらは，意見の相違点としての

キーワードを集計することを意味する．パタン

②では議論していない独自の考えがマインドマ

ップに記入されているケースを集計する．パタ

ン③では，共に情報を持ち，議論中にそれを交

換し,マインドマップに記入したキーワードを集

計する．これらは，意見の共通点としてのキー

ワードを集計することを意味する． 

パタン①とパタン②は議論内で発生したキー

ワードであり，その集計結果を図 3に示す．グル

ープ 1，2，3 は，日本人と中国人が議論に参加し

た異言語対話グループであり，グループ 4 は中国

人と中国人，グループ 5は日本人と日本人の同言

語対話グループである． 

日本人と中国人が議論した 3 組の異言語対話グ

ループで，マインドマップに記入したキーワー

ドを調べると，情報の流れが見えるキーワード

はそれぞれ 5，7，2個であった．同言語グループ

であるグループ 4と 5は，これが両方 0 になって

いる．このことから，異言語（異国）間の参加

者によるコミュニケーションで，他国の情報が

相互に伝達され理解される可能性を見出せる．

同国間コミュニケーションでは共通に持つ情報

が多いとみられ，情報の流れが表出せず，その

流れの把握は容易ではない．図 4 はマインドマッ

プに記入されたキーワードを日本人グループと

中国人グループに分け，さらにエネルギー，政

府政策，法律，経済，教育の 5 つの種類に分類

し集計した結果である．環境問題の解決を巡り，

日本人と中国人はエネルギー，政府政策，法律，

経済，教育の各分類に同程度の注目を行ってい

る傾向が見えた．特にエネルギーと経済につい

て，日本人と中国人は共に多数のキーワードを

提示したことがわかる． 

 

図 3：相違と共通キーワードの数 

 

 
図 4：日本人と中国人各分類におけるキーワード数 

 

 

6. まとめと今後の課題 

本研究は中国の環境問題に関する異言語コミ

ュニケーションから日中間の情報の流れを分析

し，思考や理解の共通点・類似点や相違点を明

らかにした。今後の課題は，コミュニケーショ

ン前と後で，考え方の変化を定量的に分析でき

る手法を見つけることである. 
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